
平成15年度事業報告書

（平成15年５月１日から平成16年４月30日まで）

特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ

Ⅰ．事業実施の概要

　特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズは、市民活動の豊かで健全な発展と地域住民をはじめ広汎な市民各層の参加による市民主体のまちづくりを実現するために、次のような事業を実施した。

本法人の定款第５条第１項①の研修事業として、「ＮＰＯ会計セミナー」「会計テキスト・ソフト開発」「豊橋市人材育成講座」「春日井市ボランティア・ステップアップ講座」等を実施した。同項②の情報提供事業として、「ライブラリー事業」「先進地スタディツアー」「ＮＰＯ活動情報等提供事業」等を実施した。同項③の研究調査・提言事業として、「まちづくりフォーラム」「研究レポート『ボラネイ・キャラバン』の発行」「地域資源デジタル・アーカイブ作成事業」「ＮＰＯ活動拠点調査事業」「パートナーシップのまちづくりシンポジウム開催事業」等を実施した。同項④の相談・助言事業として、「ＮＰＯ法人設立・運営相談」「ＮＰＯ・まちづくり企画サポート事業」「ＮＰＯ・まちづくり相談会等講師仲介・派遣」「ビデオづくりサポート」等を実施した。同項⑤人材交流・ネットワーク促進事業として、「なごや・まちコミ映像祭事業」「環境住まい・まちづくり協働活動推進事業」を実施した。同項⑥の事務局代行事業として、２つのＮＰＯの事務局業務代行等を実施した。

　また、定款第５条第２項の収益事業は実施しなかった。
Ⅱ．事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

１　研修事業　
１－１　ＮＰＯセミナー事業

①ＮＰＯ会計セミナー

【目的】ＮＰＯ法人のアカウンタビリティの向上・社会への信頼を高めるために、会計・税務に関する勉強会を開催する。

【事業内容】ＮＰＯ法人格取得後の手続き、担当者の経験・スキルに応じた会計技術の習得、消費税、事業報告書・会計書類の作成についての勉強会を行った。

【回数】計６回

【参加者】市民団体・ＮＰＯ法人の関係者　延べ１４５名

【特記】法人格取得後の手続を学ぶセミナーの新設、消費税法変更を受けてのセミナーを開催。　

【事業費】
収入　２１１，７００円　　　
支出　２４０，９７８円

②福祉ＮＰＯ法人設立支援セミナー

【目的】地域に密着したたすけあいのまちづくり活動を推進するため、名古屋地域での福祉系ＮＰＯ法人の設立を促進するための連続研修会を開催する。

【事業内容】「初級編」２回では事業づくり・組織づくりの基礎を、「中級編」では、福祉政策や制度の理解、法人の設立の手続き、組織マネジメントなど計１２講座を行った。　

【日時】初級講座１１月２日・２講座、中級講座３月～４月の計４日・１２講座

【参加者】名古屋地域で福祉系ＮＰＯ法人設立を希望する人　

初級講座延べ５３名

中級講座延べ９４名

【事業費】
収入　２６５，８００円　　　
支出　１９０，７９４円　

③豊橋市ＮＰＯ人材育成講座　「広報のノウハウを学びましょう」

【目的】ＮＰＯ活動の活性化のために、理解と協力の輪を広げていく上で鍵を握る広報活動のノウハウを習得する研修会を開催する。

【事業内容】「団体リーフレットづくり」「ＮＰＯの戦略的広報」「デザイン力の向上」「メディアとの付き合い方」「ホームページづくり」をテーマに実技を含む講座を行った。

【日時】１２日・１４日・２１日の計３日

【参加者】豊橋市内のＮＰＯ・ボランティアグループ　延べ１０７名

【特記】２００２年度愛知県ＮＰＯ運営支援事業の経験を活かし、内容と指導方法を吟味。

【事業主体】豊橋市委託事業　

【事業費】
収入　３９９，９４５円

支出　３６１，４４３円　

④春日井市ＮＰＯボランティア・ステップアップ講座

【目的】ＮＰＯ・ボランティア活動に関するマネジメントの基本を学び、活動の活性化に資するための研修会を開催する。

【事業内容】「コミュニケーション」「組織の資源の活用」「ビジョンの設定」をテーマに講義とワークショップを伴った研修会を行った。

【日時】２月２８日、３月６日、３月１１日の計３回

【参加者】春日井市内でＮＰＯ・ボランティア活動に携わる人　延べ１５５名　

【事業主体】春日井市委託事業　

【事業費】
収入　１３０，０００円

支出　４９，２９１円　

１－２　ＮＰＯ会計ソフト・手引書発行事業

①ＶＮＳ会計ソフト普及

【目的】小規模ＮＰＯ法人でも使用しやすく、また所轄庁への必要書類が作成できる会計ソフトの普及を通して、ＮＰＯのアカウンタビリティの向上を支援する。

【事業内容】会計ソフトのＰＲ、発行、ユーザーサポートを行った。

【日時】通年

【利用者】全国のＮＰＯ法人関係者など　２００３年度普及数１９３本　

【事業費】収入　１，８７９，０５０円
　　　
支出　１，１４２，４８９円　

②ＮＰＯ運営手引書発行

【目的】ＮＰＯ法人の会計、税務、運営に関するテキストを発行・普及し、ＮＰＯの運営能力の強化・アカウンタビリティの向上を支援する。

【事業内容】第１巻「はじめの一歩編」　第２巻「簿記・仕訳編」　第３巻「ＮＰＯ会計編」第４巻「決算編」を発行・普及を行った。

【日時】通年

【利用者】全国のＮＰＯ法人関係者など　２００３年度普及数８１６冊　

【特記】岡山県、長崎県、山口県、岩手県などのＮＰＯ法人や行政が主催するＮＰＯ会計セミナーのテキストに採用され、全国に普及した。２００４年度には「区分経理編」「税務編」「固定資産編」を発行し、全７巻が整う予定。

【事業費】
収入　８１６，０００円

支出　４１９，２９２円　

③ＮＰＯのための広報手引書普及

【目的】ＮＰＯの理解と協力の輪を広げていく上で必要な広報のノウハウを支援する。

【事業内容】『ＮＰＯのための広報のマニュアル』の普及を行った。

【日　　時】通年

【利用者】全国のＮＰＯ法人関係者など　２００３年度普及数１００冊　

【事業費】収入　５０，０００円

支出　０円　

２啓発・情報提供事業　
２－１　先進地スタディツアー事業

【目　　的】特徴的な活動を行う市民団体や先進的なまちづくりを実施している地域を訪問し、事例研究、人材交流を行う。

①杜の宮市フィールドワーク

【事業内容】真清田神社（一宮市）の境内を活用した市民による手づくりイベント「杜の宮市」を開催日に見学した。

【日　　時】５月１８日

【参加者】８名

【特　　記】２００２年度「地域資源デジタル・アーカイブ作成事業」の掲載事例

【事業費】収入　　０円


支出　０円　　（参加者実費負担）　

②くんまスタディツアー

【事業内容】（特）夢未来くんまの活動拠点である道の駅「くんま水車の里」と、環境学習の実践場「くんまほたるの里」を見学し、活動について説明を受けた。

【日　　時】９月７日

【参加者】２１名

【特　　記】６月の「まちづくりフォーラム」で取り組みについて講演があった後に実施。

【事業費】収入　　８７，０００円

支出　７７，７７１円

　

　　　

２－２　情報提供事業

①ホームページによる提供

【目　　的】市民活動・まちづくりに関する理解・参加・運営の向上を図るため、有益な情報を提供する。

【事業内容】当法人の活動紹介と報告、ネット上での基礎講座、市民活動のイベント・研修情報、まちづくりシアターなど

【更新ペース】随時更新（月に数回）

【アクセス数】累積５９，２７１件（２００４年４月３０日現在、月に約１，５００件）

【事業費】収入　０円

支出　０円　　（一般管理費の中で計上）

　

②ＦＡＸ・Ｅ－ｍａｉｌによる提供

【目　　的】市民活動・まちづくりに関する理解・参加・運営の向上を図るため、有益な情報を提供する。

【事業内容】イベント情報、研修情報、市民参画の促進、行政との協働、助成金情報など。

【日　　時】５月、７月、８月、９月、１０月、１月、３月の計７回

【送付先】◎会員　　メール１３５通、郵送２通、ＦＡＸ３４通

◎その他　メール約１，７００通、ＦＡＸ２００通～１，７００通（内容により選別）

【事業費】収入　　０円

支出　　　０円　　（一般管理費の中で計上）

２－３　ライブラリー提供事業

【目　　的】市民活動・まちづくり活動の理解・啓発を図るため、書籍を収集し、貸出・販売を行う。

【蔵書数】１，０１５冊

【日　　時】通年

【特　　記】８月にインターンの協力により、蔵書のデータ化・分類を行った。

【事業費】収入　５，９８５円
支出　２４，７６０円

２－４　講演会事業

ＮＰＯ法施行５周年記念講演会

【目　　的】ＮＰＯ法施行５周年を記念し、ＮＰＯの現状と課題について検証し、今後の発展に向けての理解を深めるための講演会を行う。

【内　　容】今田忠氏（日本ＮＰＯ学会会長）による講演会と自由討論。

【日　　時】１１月２６日

【参加者】８１名

【特　　記】講演記録をまとめ、「ボラネイ★キャラバンｖｏｌ．６」にて掲載した。

【事業費】収入　　６７，３００円
支出　１１０，０４３円

２－５　ＮＰＯ活動情報等提供事業「あいちＮＰＯ情報交流ステーション」

【目　　的】あいちＮＰＯ交流プラザのホームページ内に、市民活動に関わる情報を提供し、市民活動への理解・認知・参加を促進するシステムを構築する。

【内　　容】イベント、活動情報、募集、情報提供、耳寄り情報、発信の６つの情報コーナーを設け、誰でも情報提供が可能。登録者にはメールマガジン発送も行う。

【日　　時】７月～１２月

【事業主体】愛知県（県民生活部社会活動推進課）の委託事業

【事業費】収入　４，０００，０００円

支出　４，２２４，１１０円

３調査研究・提言事業　
３－１　研究会・シンポジウム事業

まちづくりフォーラム①、②

【目　　的】「地域資源の活用」「地縁組織と市民活動団体の協働」をテーマに、先進事例の取り組み・その教訓などを学ぶためのフォーラムを開催する。

【内　　容】第１回目「地域ぐるみのまちづくりの力」　６月２２日

（特）夢未来くんま事務局長　大平展子氏　

第２回目「自治会・町内会とＮＰＯとの連携」　１１月２３日

月見山連合自治会（神戸市）事務局長　佐藤三郎氏

森の里荘自治会（名古屋市緑区）会長　小池田忠氏

（特）ソシオ成岩スポーツクラブ（半田市）マネージングディレクター　榊原孝彦氏

愛知学泉大学コミュニティ政策学部教授　山崎丈夫氏

四日市大学総合政策学部教授　今川　晃氏

【参加者】第１回目４８名　　第２回目　７２名

【特　　記】記録をまとめ、「ボラネイ★キャラバン」ｖｏｌ．５、ｖｏｌ．６で掲載した。

　　　　　　第２回目は、東海自治体学会、コミュニティ政策学会と共催形式で実施。

【事業費】収入　　２００，８００円

支出　３３１，５３３円

３－２　研究レポート「ボラネイ★キャラバン」発行事業

【目　　的】各種セミナー・講演会・研究調査で得た内容の要点などをレポートとして発行し、その内容の共有を図る。

【内　　容】
vol．5　「まちづくりとＮＰＯ～地域ぐるみのまちづくりの力」１０月２０日発行

vol．6　「ＮＰＯをめぐる現状と課題」


１月２０日発行

vol．7　「自治会・町内会とＮＰＯとの連携」


４月２０日発行

【その他】いずれも発行数４００部。

【事業費】収入　４１，３００円　

支出　１２２，７８６円

３－３　各種審議会等参画

【目　　的】各種審議会・委員会への参画を通して、ＮＰＯの発展や市民主体の社会づくりに向けて提言を行う。

【審議会名】①中部地方交通審議会（中部運輸局）

②中部地域下水道ビジョン検討委員会（中部地方整備局）

③愛知県道路懇談会（愛知県）

④愛知県総合交通システムモデル圏域ビジョン策定委員会（愛知県）

⑤あいち新世紀自動車環境戦略会議（愛知県）

⑥ＮＰＯと行政の協働のあり方検討委員会（愛知県）

⑦名古屋市市民活動推進委員会（名古屋市）

⑧名古屋市地域福祉計画策定委員会（名古屋市）

⑨知多市市民活動条例策定識見者策定委員会（知多市）

【日　　時】通年

【事業費】収入　３５，５３０円


支出　７，８１０円

３－４　地域資源デジタル・アーカイブ作成事業

【目　　的】愛知県内の地域資源を活用したまちづくり事例をアーカイブとして集録、インターネットを通じて一般に公開する。

【内　　容】２００３年度は新しく６２事例を追加し、計１１２事例となった。データベースで事例を管理し、ワード検索の機能で欲しい情報へのアクセスがより迅速にできるようにした。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｉｃｈｉ－ｌｒｄａ．ｊｐ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ

【日　　時】８月～３月

【事業主体】愛知県（企画振興部地域振興課）の委託事業

【事業費】収入　１１，１００，０００円

支出　１０，９２８，１２２円

３－５　ＮＰＯ活動拠点調査事業

【目　　的】愛知県内のＮＰＯの活動拠点がどのような活用をされているか、現状と課題をまとめ、今後のビジョンをまとめるための実態調査を行う。

【内　　容】選定した１１の市町村の拠点側（回収数２１１）、ＮＰＯ側（回収数１４２）に書式

アンケート、１６の先進事例のヒアリング調査を実施。結果分析し提言をまとめた。

１８４頁からなる調査報告書と２８頁からなる概要版３００冊を作成した。

【検討委員会】　　

鷺坂浩孝（豊橋市文化市民部安全生活課課長補佐／豊橋市ボランティア情報センター所長）　　　

中田　實（愛知江南短期大学学長）

中田繁美（（社福）豊田市社会福祉協議会総務課地域福祉担当副主幹）

松田昇平（犬山市企画調整課統括主査）

松下典子（（特）地域福祉サポートちた代表理事）

【日　　時】６月～２月

【特　　記】　調査結果を共有し、今後の拠点のあり方を考える勉強会を２００４年度愛知県と協働して開催する予定。

【事業主体】愛知県（県民生活部社会活動推進課）の委託事業

【事業費】収入　　３，７４０，０００円

支出　３，６７４，２８６円

３－６　「パートナーシップのまちづくりシンポジウム」開催事業　

【目　　的】名古屋市が各区で進める「特色ある区づくり推進事業」に関わる人たちが集い、情報交換や交流を行うことで、活動のパワーアップを図る。

【内　　容】交流会に分かれて事例発表や参加者同士の交流をした後、シンポジウムを開催し情報を共有した。

【発表事例】花・水・緑の公園通り推進事業（緑区）、天白・川辺の楽校（天白区）、城山・覚王山地区魅力アップ事業（千種区）、「ものづくり文化の道」推進事業（西区）、瑞穂ふれあいネットワーク事業（瑞穂区）、区民とのコラボレーションですすめる地域の魅力再発見事業（昭和区）

【参加者】交流会Ａ　６２名、交流会Ｂ　７３名、交流会Ｃ　３０名、マネジメントセミナー　１８名、シンポジム　約２００名

【事業主体】名古屋市（市民経済局地域振興課）の委託事業

【事業費】収入　　７８４，２５０円

支出　９６０，４２２円

３－７　　各種勉強会

【目　　的】市民活動の発展、市民主体のまちづくり等に関わるテーマについて理解を深める学習会を行う。

【内　　容】企画コンペにおける情報公開の勉強会（８月２９日）　参加者６名

行政評価についての学習会（９月２６日）　　参加者１１名

【事業費】収入　　　０円


支出　　０円　（参加者実費負担）

４相談・助言事業　
４－１　ＮＰＯ法人設立・運営相談事業

①ＮＰＯ法人設立・運営相談

【目　　的】ＮＰＯ法人設立や市民団体の運営、まちづくりに関する諸問題について無料＆有料相談を行う。

【内　　容】電話・ＦＡＸ・Ｅ－ｍａｉｌ・来訪などで、計１４３件の相談に対応。会計ソフト・会計実務の他、ＮＰＯ法人設立、マネジメント等の相談に対応・助言を行った。

【日　　時】通年

【事業費】収入　１３０，４６８円

支出　　１６０円

②とよた市民活動センター「ＮＰＯ相談会」相談員派遣

【目　　的】豊田市内及びその近郊の市民団体の相談対応を通して、運営支援を行う。

【内　　容】主に会計・労務・組織マネジメントの相談に対応。

【日　　時】通年（毎月１回）　　

【場　　所】とよた市民活動センター　　

【事業費】収入　２４０，０００円

支出　　１８，８６０円

③ＮＰＯ個別コンサルティング

【目　　的】ＮＰＯの運営や基盤整備に関する継続的な助言・研修を行い、運営を支援する。

【内　　容】２つのＮＰＯ法人に対し、中期ビジョンの作成、会議運営改善提案、組織図の整備、各種規程のモデルの提示などを行った。

【日　　時】①５月～４月、②６月～２月

【事業費】収入　　４５０，０００円

支出　１８８，１８９円

４－２　　コーディネート・企画相談事業

①まちづくりコーディネート

【目　　的】市民団体や行政等が行うまちづくりイベント等のコーディネート、企画運営に関する助言や講師などの紹介を行う。

【内　　容】津島市まちづくり市民大学、②名古屋学院大学経済学部政策学科「まちづくり論」講師派遣、③南区

【日　　時】①７／４、②１０／１３、③３／９

②ＮＰＯ研修事業へのコーディネート

【目　　的】市民団体や行政等が行うまちづくりイベント等のコーディネート、企画運営に関する助言や講師などの紹介を行う。

【内　　容】①自治労愛知、②平和のための戦争メモリアル設立準備委員会、③ぎふＮＰＯセンター（２回）、④地域福祉サポートちた（３回）、⑤津島市、⑥ホームドクターの会、⑦なごやかヘルパー有志、⑧岡山県社会福祉協議会、⑨犬山市民活動センター、⑩福井市ＮＰＯメッセ実行委員会、⑪愛知県社会活動推進課、⑫愛知県レクリエーション協会、⑬ぼらんぽパーク２００４実行委員会、⑭豊明市ＮＰＯフェスタ、⑮名古屋市南区　⑯常滑ＩＷＣＡＴ（４回）、

【日　　時】通年

【事業費①＋②】収入　３６４，６７６円

支出　８３，８７８円　

③日本福祉大学　「情報表現論」

【目　　的】市民団体を題材にした映像づくりを通して、大学生に地域との関わりを考え、それを表現者として発信する経験を提供する。

【内　　容】市民活動やパブリックアクセスの実践者から話を聴き、取材先を決めるとともに、ビデオ撮影・編集については実習を中心に指導した。取材・撮影・編集はグループワーキングで進め、５団体の紹介ビデオを制作し、発表会を行った。

【日　　時】４／２５、５／９、５／３０、６／２０、７／４、７／１１、９／２６の計７日間×２コマ＝１４コマと自主講義９／１２

【受講者】情報社会学部の学生２３名（１年生１９人、２年生３人、４年生１人）

【特　　記】　制作した５本のうち、「なごや・まちコミ映像祭“２００３”」へ３本の応募があった。

【事業主体】日本福祉大学委託事業

【事業費】収入　　５００，０００円

支出　４７５，５８１円　
④名東生涯学習センター企画コーディネート

【目　　的】ボランティアやＮＰＯの理解を深め、地域のまちづくり活動への参加意欲を高めるための講座を開催する。

【内　　容】６回連続講座。講義・ワークショップに加え、地域の高齢者介護活動、子育て支援活動の事例報告や現地訪問も行った。

【日　　時】５／２３、５／３０、６／６、６／１３、６／２０、６／２７

【受講者】延べ１０３名

【事業費】収入　　１３６，５００円

支出　１３３，５０１円　

⑤東区山車祭り映像記録・ホームページ制作

【目　　的】東区山車祭りの記録映像及びホームページを作成する。

【内　　容】５輌の山車について、筒井町・出来町天王祭り（６月）と名古屋まつり（１０月）を準備から片付けまで撮影し、各編５本と総集編１本の計６本（各約２５分）を制作。名古屋市のホームページ内（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／）に山車のページを作成した。
【期　　間】５月～３月

【制作スタッフ】映像制作は山車ごとに撮影チームを編成して実施。計１７名が従事。

【特　　記】ふるさと文化再興事業（文化庁）の一環。映像は東図書館などで、ホームページは名古屋市の「情報プラザ区　東区」として掲載。

【事業主体】名古屋市東区山車祭り実行委員会委託事業

【事業費】収入２，１６８，０００円　

支出　２，４１６，４９９円　

⑥ビデオづくりサポート

【目　　的】市民団体や行政等によるビデオ制作に対し、企画相談、技術研修、制作サポート、発信体制づくりを支援する。

【支援先】①名古屋シニアライオンズクラブ（撮影指導、映像制作、）０３年２月～０４年３月

②日本建築学会東海大会（撮影・編集指導）　
４／２３、５／８

③日本冬桜の会（映像制作）


６～３月

④とよた市民活動センター（講師派遣）

９／１３　１０／４

⑤なごやボランティアＮＰＯセンター（ぼらんぽパーク２００４撮影）２／８

⑥愛・地球博ボランティアセンター（撮影・編集指導）　１～５月

⑦日本福祉大学小木ゼミ　（編集）　

３月中旬

⑧（特）環境市民東海　（あいち緑化フェア撮影）　　４／２９

【事業費】　◎収入　　１，４９５，８００円

支出　　１，１８１，７９３円　

５人材交流・ネットワーク推進事業
　
５－１　ビデオコンテスト「なごや・まちコミ映像祭“２００３”」事業

【目　　的】「まちづくり」をテーマとした映像による情報発信を促進するためのコンテストと、優秀作品の放送の促進、市民カメラマン・ディレクターの育成を図る。

【内　　容】「まちづくりへの共感をよび、人びとの理解と参加を促進する」ビデオ作品の募集、審査、ノミネート作品の上映、公開審査会と表彰を行った。

【日　　時】発表交流会；１月２５日（日）

【参加者】応募作品数１０９本　　発表交流会参加者数２０２人

【審査員】　

浅野　聡　
（三重大学工学部建築学科助教授）

延藤安弘　
（ＮＰＯ法人まちの縁側育くみ隊代表理事　元千葉大学工学部教授）

岡田ユリ子　（元テレビ局プロデューサー）

木全純治　
（シネマスコーレ支配人）

清水裕之　
（名古屋大学大学院環境学研究科教授）

津田正夫　
（立命館大学産業社会学部教授、市民とメディア研究会・あくせす代表）

【事業主体】財団法人名古屋都市センターの委託事業

【特　　記】１月２４日に開催された「市民メディア全国集会」（会場：名古屋市内／市民とメディア研究会・あくせす主催）との相乗効果で、全国から参加者があった。

【事業費】収入　３，３９１，５００円

支出　　３，５１９，９５０円

５－２　ＮＰＯの協働の広場づくり事業
①旧本陣小学校活用検討

【目　　的】平成１７年度から廃校となる旧本陣小学校のＮＰＯによる活用を検討する。

【内　　容】「地域との協働」をコンセプトとした要望書をまとめ、名古屋市に提出した。

【日　　時】通年

【参加者】名古屋市内のＮＰＯ約２０団体が議論に加わった。

【事業費】収入　　　０円

支出　２，７３０円

②揚輝荘活用検討

【目　　的】歴史的建造物である揚輝荘のＮＰＯによる活用を検討する。

【内　　容】「揚輝荘の会（６月２１日に設立総会）」の結成・運営に際し、助言・協力を行った。

【日　　時】通年

【事業費】収入　　０円


支出　　０円

５－３　環境住まい・まちづくり協働活動推進事業
【目　　的】市民団体・行政等の協働による住まい・まちづくり活動のより一層の進展を図る

ため、個々の活動や取り組み状況の発表・経験交流の場を持つ。

【内　　容】「ハウジング＆リフォームあいち２００４」にて、ＮＰＯ・行政による出展・活動発表のプログラム（住まい・環境・まちづくりコラボレーション広場）を設けると共に、出展団体同士の交流を促進した。また、子ども・住まい・まちづくりコンテストと題し、まちの魅力・まちづくり提案を作品展示・発表を通して行った。

【日　　時】３月２０日（土）、２１日（日）

【実施体制】住まい・環境・まちづくりに関わる市民団体・行政６４グループからなる実行委員会を結成し、企画運営を行った。「住まい・環境・まちづくりコラボレーション広場実行委員会と愛知県（住宅企画課）の共催。当法人は事務局協力。

【事業費】収入　　７４１，０８１円

支出　　４１１，４７５円

５－４　愛知・川の会活動発表交流会実行委員会への参加
【目　　的】川を活かしたまちづくり活動のネットワーク化を促進する試みへ参加・協力する。

【内　　容】会員間の情報交換、交流を目的としたイベント（１１／８）を企画・運営するための実行委員会へ参加した。

【日　　時】６／２３、７／９、７／２８、８／２２、９／３、９／１８、１０／３、１０／１６、１０／３１、１１／８、１２／１５、４／２６の計１２回
【実行委員】県内の川づくりに取り組む団体・個人有志

【特　　記】愛知・川の会は、（社）日本河川協会に属する愛知県在住の会員で組織。

【事業費】収入　　０円



支出　　　０円

５－５　愛知淑徳大学インターン受け入れ
【目　　的】ＮＰＯ・まちづくり活動に関心を持つ学生に業務体験の機会を提供することにより、若者のＮＰＯへの理解を深めると共に、ＮＰＯで活躍する人材育成を行う。

【内　　容】愛知淑徳大学文化創造学部榎田ゼミの学生３人を受け入れ、ＮＰＯ支援の現場訪問、当法人の業務体験、ＮＰＯに関わるレクチャーなどを行った。

【日　　時】８月４日～２９日の間の各１０日

【特　　記】書籍の分類・データ化、全国のＮＰＯ法人のデータ収集など情報収集事業に貢献。
【事業費】収入　　０円


支出　　　０円

５－６　万博市民放送局事業
【目　　的】ＮＰＯの情報発信を支援するパブリック・アクセスセンターを設立し、ケーブルテレビや地域メディアとの連携を図り、ＮＰＯ番組の創設の土台とする。

【内　　容】万博市民放送局設立に向けての検討を行うと共に、市民・ＮＰＯの情報発信活動を促進・支援するための拠点機能づくりを行った。

【日　　時】通年

【事業費】収入　　７８，５００円

支出　　　１２２，２２５円

６市民団体等事務局代行事業　
６－１　市民団体等事務局代行事業

【目　　的】事務局機能が不十分な市民団体の活動を支援するため、連絡窓口、会員管理等の事務局業務の代行を請負う。

【内　　容】「（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海」「市民とメディア研究会・あくせす」の２団体について実施した。

①（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海

【内　　容】連絡、会員管理、会報編集・発行、ホームページ更新、その他事業事務など

【日　　時】通年

【場　　所】当法人事務所に併設　

②市民とメディア研究会・あくせす

【内　　容】連絡窓口業務

【日　　時】通年

【場　　所】当法人事務所に併設

【特　　記】「市民メディア全国集会」を１月２４日に名古屋で開催し、全国の先進事例の情報が収集・交換されると共に、あくせすの活動への注目が全国的に高まった。

【事業費①＋②】収入　１，０９０，０００円

支出　　３７２，３０８円

（2）その他の事業

２００３年度は実施せず。
Ⅲ会議の開催に関する事項

(１)
総会

①実施日
２００３年６月２２日（日）　１３：００～１３：５０

②場　　所
椙山女学園大学文化情報学部メディア棟１２８号室

③出席者数
正会員総数１０５名中、本人出席者１７名、委任状５４名

④議　　題
２００２年度事業報告の承認について
２００２年度決算報告の承認について
２００２年度監査報告の確認について
(２)
理事会

２００３年度の理事会は１２回開催され、いずれもボランタリーネイバーズの事務所で行われた。
	第27回
	5月6日 19:00～22:00
	▼２００３年度予算修正と決算について

▼２００３年度事業計画と収支予算の承認について

▼年次総会について

	第28回
	6月3日 19:00～21:30
	▼委託事業の結果、今後の取り組み体制について

▼行政の委託事業コンペにおける情報公開について

▼総会の準備、運営体制について

	第29回
	7月7日 19:00～22:00
	▼２００３年度事業構成と役割分担の検討について

▼委託事業応募について

▼セミナー事業、映像祭事業の方針について

	第30回
	8月4日 19:00～21:00
	▼事業の進捗状況について

▼まちづくり交流フォーラムの方針について

	第31回
	9月1日 19:00～22:00
	▼２００３年度の資金繰りについて

▼２００３年度後期の事業展開について

▼事務局体制について

	第32回
	10月6日 19:00～22:00
	▼２００４年度の事業の方向性について

▼出張時の日当など、総務の整備について

	第33回
	11月4日 19:00～22:00
	▼２００３年度後期の事業展開について

	第34回
	12月1日 19:00～21:40
	▼市民放送局構想について

▼中期的な事業の柱について

	第35回
	1月6日 18:30～19:40
	▼委託事業の進捗状況について

▼新規事業（福祉ＮＰＯ法人設立支援セミナー）について

▼自動車事故の対処について

	第36回
	2月2日 19:00～21:50
	▼中期的な事業の柱について

▼事務局体制について

	第37回
	3月1日 19:00～22:00
	▼終了事業の成果・教訓化

▼次年度事業の構成について

	第38回
	4月5日 19:00～22:00
	▼修正予算について

▼２００４年度の行政からの委託事業の動向について

▼事務局体制について
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